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群馬県・渋川市立古巻小学校・６年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダグラス　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はがね),初加音)
　「なんだか、こわいなあ。」
レンガでできた高く厚いかべで囲まれ、重そうな鉄の門が閉められた建物の前を通るのが、幼稚園の頃の私は苦手でした。その建物がある通りの先には、かわいらしい雑貨屋さんや、学校があるのに、その赤茶色のかべの建物の周りだけ雰囲気が全く異なり、どんよりとした空気が流れているかのようでした。そんなある日、買い物に行く途中で、いつものように、赤いレンガのへいの前を通りかかると、お母さんが突然、
　「ここは、刑務所だよ。」
と、こともなげに言いました。その言葉を聞いて、私が感じていた説明できない不安な気持ちが理解できた気がしました。でも、お母さんのあまりに自然な、私の持っていた感情とは反対の態度に少し混乱もしました。
　「刑務所＝悪い人が行く所」「悪い人＝怖い人」と思っていた私は、お母さんの態度に疑問を感じつつも、特に深く考えることなく小学生になりました。
　三年生になると、学校で万引き防止講座が開かれました。そこで私は、「刑務所に入っている人たちは、自分の犯してしまった罪をつぐなっている人たち」であるということを学びました。その時、今まで私が抱いていた刑務所や、そこにいる人たちに対する印象は、私の理解不足からきた「偏見」だったと、はっとしました。それからは、前橋刑務所の前を通っても、幼い頃感じていた怖さは感じなくなりました。そして、気付いたことがありました。それは、刑務所には、高いへいや頑丈な門はあるけど、その上をおおうものはなく、その上に広がる空は、私が見ている空と同じ空ということです。そのことに気付いた時、あの日のお母さんの姿を思いうかべました。刑務所の中にいる人も私たちと同じ「人」であるということ。どこかで違う道を選んでしまったけど、私たちと変らぬ「人」であると、お母さんは考えているのだと分りました。では、なぜ刑務所にいる人は、「犯罪」という選択肢を選んでしまったのでしょうか。
　私は、そこには、「環境」が関係していると思います。そう考えるようになったのは、大阪市にある大空小学校の元校長先生をされていた木村先生の講演を聞いてからです。その中で家庭環境に恵まれず、学校で問題を起こしていた男の子の話がありました。先生をはじめ、友だちや地域ボランティアの人たちに、彼の存在をそのまま受け入れられ始めると、徐々に彼の問題行動は減っていったそうです。が、しかし、ある日彼は、数日間何も食べる物がなく、空腹のあまり、遂には、コンビニエンスストアから、おにぎりを一つ盗んでしまいました。偶然それを目にした地域の人は、先生に、
「どうして、自分たちは、あの子がそこまで追いつめられるまで気付けなかったのか。」と相談に来たと言います。その後、真っ青な顔した彼も、「とんでもないことをしてしまった。」と校長室へやってきたそうです。彼は、そうするしかない環境におかれていたのだと思います。犯罪、非行という道を選んでしまう時、最後に背中を押してしまうのは、環境だと思うのです。しかし、彼を救ったのも、また環境でした。彼が自分の犯した誤ちに気付いて先生に正直に話せたのは、自分が受け入れられていると、感じられる環境があったからだと思います。ありのままを受け入れ、自分のしてしまったことは正しくないけど、自分を否定することなく、一緒にお店へ謝りに行ってくれた先生や、自分を受け入れ、心配してくれる人々を目にした彼は、二度と同じ間違いはしないでしょう。
　私も、この夏休み、ささいなうそをついてお母さんに叱られました。散々叱った後で、お母さんは、私に、「うそをつくことは悪い。だけど、それは、あなたが悪い子、という訳じゃない。」と言いました。私には、こうして受け入れてくれる人、環境があります。受け入れられていると思うと、安心します。それは、もし間違った選択をしてしまっても、また元の道へ戻ることができる、という安心感につながっています。人は、置かれた状況によっては、判断を誤ってしまうこともあります。しかし、受け入れられている、と思える環境があることで、再度歩み出せるとも思います。誰もが他者を受け入れることで、誰もが受け入れられる環境を作ることが､非行や犯罪のない明るい未来につながっていると信じ、私も社会の一員として、周りの人を受け入れようと思います。同じ空の下みんなが幸せに暮らせる明日を築くために・・・。
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